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       平成31年5月25日発行  日本の息吹（兵庫県版）第211号                            

兵 

庫 

県 

版 

 

   《 4月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              
○７月７日(日) １３時半 女性の会教育講演会（生田神社/荒谷卓氏「サムライ精神を復活せよ！～君民一体の國 日本～」） 

○7月15日(月・祝)午後 日本会議兵庫県本部総会記念講演会（ホテルニューアワジプラザ淡路島/山田蓉氏（元掌典次長）） 

 

《
憲
法
改
正
街
頭
活
動
》 

 

令
和
元
年
五
月
三
日
（
金
）
一
〇

時
三
〇
分
、
神
戸
大
丸
前
に
て
、
街

頭
活
動
、
審
査
会
促
進
請
願
署
名
、

情
報
宣
伝
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。 

 

改
憲
賛
成
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

受
け
取
ら
れ
る
方
の
数
か
ら
す
る

と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
と
は
異
な
り
か
な
り
賛
成
派

は
多
い
よ
う
に
思
え
る
。 

《
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
》 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
『
自
衛
隊

明
記
を
考
え
る
～
国
民
の
生
活
を
守

る
自
衛
隊
、
憲
法
明
記
で
平
和
を
守

ろ
う
』
と
題
し
て
映
画
上
映
が
行
わ

れ
た
。 

[

第
一
部] 

 

令
和
元
年
五
月
三
日
（
金
）
一
三

時
三
〇
分
よ
り
、
兵
庫
県
中
央
労
働

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
実
施
さ
れ

た
。
会
は
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
に

続
き
、
垣
田
宗
彦
憲
法
を
作
る
会
兵

庫
神
戸
代
表
（
湊
川
神
社
宮
司
）
よ

り
の
主
催
者
代
表
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
盛
山
正
仁
衆
議
院
議
員
、

加
田
裕
之
自
民
党
兵
庫
県
参
議
院
支

部
長
、
守
屋
隆
司
神
戸
市
議
会
議
員

か
ら
は
、
改
憲
に
向
け
て
の
御
提
言

を
戴
い
た
。 



 

全
国
一
斉
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
ネ
ッ
ト
配
信
に
て
櫻
井
よ
し

こ
氏
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
「
改
憲

へ
の
思
い
」
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

最
後
は
声
明
文
を
読
み
上
げ
閉
会

と
な
っ
た
。 

[

第
二
部] 

石
平
氏
（
評
論
家
）
か
ら
『
今
日
の

国
際
情
勢
と
憲
法
改
正
』
と
題
し
て

ご
講
演
戴
い
た
。
参
加
者
は
一
六
九

名
、
大
盛
況
で
し
た
。 

[

第
三
部]

 

石
平
氏
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

《
神
戸
支
部
セ
ミ
ナ
ー
と 

 
 

語
ら
い
の
夕
べ 

第
一
回
》 

 

平
成
三
一
年
四
月
一
九
日
（
金
）

一
九
時
一
五
分
、
神
戸
市
立
婦
人
会

館
「
つ
ば
き
」
に
て
、
第
一
回
目
は

『
楠
公
景
仰
と
現
代
』
と
題
し
て
垣

田
宗
彦
氏
（
湊
川
神
社
宮
司
、
日
本

会
議
兵
庫
神
戸
支
部
長
）
に
ご
講
演

戴
い
た
。 

 

先
ず
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
（
楠
木

氏
の
黎
明
）
、
鎌
倉
時
代
末
期
（
正

成
公
の
台
頭
）
、
戦
国
時
代
（
末
裔

の
奮
戦
）
、
江
戸
時
代
（
楠
公
精
神

と
人
気
）
、
明
治
維
新
（
楠
公
景
仰

の
歴
史
）
に
つ
い
て
、
年
表
を
参
照

し
な
が
ら
御
説
明
戴
い
た
。
ま
た
、

「
学
問
の
勃
興
と
楠
公
精
神
」
に
つ

い
て
、
幕
末
の
志
士
や
新
政
府
官
僚

へ
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た
こ

と
、
特
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
や
吉
田
松

陰
ら
松
下
村
塾
門
下
生
が
楠
公
の
墓

所
を
参
詣
し
て
い
た
こ
と
、
神
戸
開

港
と
湊
川
神
社
創
建
の
関
係
、
水
戸

学
・
崎
門
学
の
核
は
楠
公
精
神
で
あ

る
こ
と
な
ど
。 

 

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
マ

ス
コ
ミ
は
勉
強
し
て
い
な
い
、
楠
木

正
成
公
の
時
代
と
現
在
で
は
“
「
悪

党
」
の
意
味
が
異
な
る
”
こ
と
を
理

解
し
な
い
で
使
っ
て
い
る
と
の
ご
指

摘
だ
っ
た
。 

 

定
員
三
〇
名
限
定
で
し
た
が
、
定

員
を
上
回
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 
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《
推
薦
書
籍
の
ご
紹
介
》 

◎
『
太
平
洋
戦
争
の
大
嘘
』 

  
 
 
 

藤
井
厳
喜
著
（D

IREC
T

） 

◎
『
フ
ー
バ
ー
大
統
領
が
明
か
す 

 
  

 
 
 

日
米
戦
争
の
真
実  

 
 

米
国
民
を
も
騙
し
た
謀
略
』 

 
 
 

加
瀬
英
明 

編 

 
 
 

藤
井
・
稲
村
・
茂
木
共
著 

 

中
韓
に
よ
る
歴
史
戦
・
賠
償
請

求
へ
と
広
が
り
を
見
せ
た
大
東
亜

戦
争
。
第
三
一
代
ア
メ
リ
カ
大
統

領
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
の
分

析
で
は
、
太
平
洋
戦
争
は
共
産
主

義
者
の
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、

不
況
処
理
（
国
内
需
要
を
増
や

す
）
為
に
中
国
の
市
場
を
日
本
か

ら
奪
う
目
的
の
も
の
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
桒
原 

記
） 


